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　QuiQ腿ake （Quick　cs髄mation 　system 　fbr　ea πthQua 駄e　map 　triggorcd 　by　obscrv ¢ d　records ）provides　wide 　and 　detail

strong 　gmund 　motion 　maps 　such 　as 　peak　ground　vclocily 　Imd 　instrumcntal　seismic 　intensity　soon 　after　an 　eanhqual ［e

occurrcnce ，　which 　can 　help　to　sup μ）rt　decision　makjng 　fbr　disastcr　rcsponse 　and 　businoss　continuity 　p1anning（BCP ）．
For　the　calculation 　the　system 　combinos 　to　use 　the　250m −grid　averago 　shear −wave 　volocity 　of 　gmund 　in　the　upper

30叫 Vs30，　derivcd　from　the　Japan　Engineering　Geomorphologic 　Classification　Map 　and 　observod 　soismic 　records

operated 　by　Nadonal 　Research　lnSdtute　for　Earth　Science　and 　Disaster　Prevention（NIED ）．
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1 ，はじめ に

　現在，地 震 時 の 揺 れ は 全 国 に設 置 され た 約 4200地 点の

地 震計 に よ っ て震 度 と して 公 開 され て い る．しか し、揺

れ の 大 き さ は 地 盤 や 地 形 の 影響 を受 け る た め，地震 計 の

ない 地 点 で の 揺 れ は近 接する地 震計の 震度 とは 必 ず し も

一
致 し ない ．そ して，震度発表 され た 地域 名 に含 まれ た

観光地 な どで は，実 際 には 大き な揺れ が な くて も予約が

キ ャ ン セ ル され た りす る等 の 風 評 被 害 の 問題 が 起 こ っ て

い る．ま た ，地震 被 害 は 行 政界 の 区 別 な く発 生 す る こ と

か ら，国や 自治 体 が 被害 の 全容 を把握する 場合や，複雑

なサ プ ライ チ ヱ
ーン を有 す る 企業 の BCP を考 える と，本

杜 ・支社だ け で な くサ プ ライ ヤ
ーが立 地 する地 点や 利 用

す る道 路 網 等 ま で の 地 震 動情 報 が 必 要 に な っ て き て い る．

　 これ らの 課題 を解決す る第
一

歩 と して ，広 域で シ
ーム

レ ス ，か っ ，均 一な分 解 能 で の 地 盤 の 揺 れや す さ の デー

タ を整備 し，地震後 に 速や か に 地 震 動 マ ッ プ を推 定す る

こ とが 期 待 され て い る．本 報 は，地 盤 の 揺れ や す さを地

盤 の 平均 S 波 速 度 〔Vs30） で評 価 し，地震後 に公 開 され

る地震 記 録 と の 空 間 補間 か ら，250m メ ッ シ ュ 分解 能 の

地 震 動 強 マ ッ プ を 速 や か に 推 定 す る シ ス テ ム

（QuiQuake）を紹介する．

2 ．ゆれやすさ （250m メ ッ シ ュ Vs30） マ ッ プ

　地盤 の 揺 れ やす さ を 地表 か ら深 さ 30m ま で の 地盤 の 平

均 S 波速度 （Vd30） で 近似 的 に推 定す る．面的 な Vs30

の 分布 は，日本 全 国 を工 学 的 な地 形 分 類 基準 に基 づ き地

形 ・地盤 を統
一

的 に 分 類 し た 「日本の 地形 ・地 盤 デ ジ タル

マ ッ プ」
且）
か ら経験式

2）を用 い て 推 定 で きる．本 シ ス テ ム

で は，よ り高分解能化 した 「地形 ・地 盤 分類 250m メ ッ

シ ュマ ッ プ」
3）を用 い た．計 算 手 順 は 文 献 4）を参 照 され

た い ，図 1 に 地 形 ・地 盤 分類 250m メ ッ シ ュ マ ッ プ と

Vs30 マ ッ プ を示 す．例 え ば首都 圏 に 注 目す る と，東京低

地 の 三角 州 ・海 岸 低 地 や 埋 立 地 ，埼 玉 県 南西 部 の 後 背 湿

地で は Vs30 が 150rn！s 前後 の 軟弱 な 地盤 が分 布 す る，東

京の 武 蔵野 台 地 や 埼 玉 県 の 大 宮 台 地 を刻 む 谷 底 低 地 の

Vs30 も 180〜200m！s と比 較的 小 さい ．地震動の 最大地動

速度 （PGV ）の 増幅度 に 換算
s）
す る と，首都圏 で の 低 地

部は，Vs30 が 600m ／s 相当の 硬 質地盤 に 対 して 2，5〜3．5

倍 と い う大 きな値 とな る．名 古屋 ， 大 阪 ， 仙 台 ， 新 潟，
札幌 な どの 大都 市圏 で も同様 な傾向 が 見 られ る．

3 ．シ ス テ ム の 概要

　前 述 した Vs30 マ ッ プ を用 い る こ と で，地震 記 録 が無

い 地 点 で の 地震 動 を推 定す る こ と が で き る．図 2 に 本 シ

ス テ ム の 概要を示す．地震 後 に防 災科研 が FTP サイ トに

て 公 開 す る約 1700 地 点の 強震 観測網 （K−NET ，　KiK−net ）
の 地 震記 録 を 取 得 し，地震 動 の PGV と計 測震 度を算出す

る．こ れ らの 値 は地 震 計が 設 置 され て い る地 盤 の 揺れや

す さ を反 映 し て い るた め，まずはそ の 揺れやす さを換算

式
s）・e

を用 い て Vs30 マ ッ プ か ら取 り除 き ， 硬 質 地盤 で の

PGV と計測 震度の 値 を 推定す る．そ し て，地 震 の 震 源 か

らの 距離 減 衰 特性 を トレ ン ド成 分 と した Simple　Kriging

法 に よ る 空 間補間 を 行 うこ と で 硬 質 地盤 上 に お け る PGV

と計 測 震 度の 分 布 が 得 られ る ．さ ら に、250m メ ッ シ ュ

単位 に て 地 盤 の 揺 れ や す さ を乗 じる こ とで，地 表 で の

PGV と計測 震度の 地震動マ ッ プ を求 め る こ とが で き る．

　本手 順を 自動 化 した シ ス テム を産 総 研 の ク ラ ス タ 計算

機 に 実 装 し た．こ れ に よ り，観測記 録の 公 開後速や か に

広域か っ 詳細 な PGV と計 測震 度 情報 を計算 で き，さ ら に ，
大地 震 後 に 多発 す る 余震に っ い て もク ラス タ に よ る分 散

処理 に て 情 報発 信 ま で を短 縮化 す る 目処 が っ い た．シ ス

テ ム の 実 証 を 兼 ね て ，1996年 か らの 主な 地震 （5，000 個

以上 ） に っ い て PGV と計測震度分布 を計算 し， 時系 列 デ

ー
タ セ ッ トと し て 整 備 した．また，計算結果 を 自治体や

企業 等 の 地 理情報 シ ス テ ム に て 効率良 く利用 して も ら う

た め， WMS （Web 　Mapping　Service）化 を行 い ，研 究者

や技 術 者 に供 す るた め計 算値を格納 した G 。oTIFF デー
タ

も整 備 し て い る．
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せ る予 定 で あ る．
4 ．おわ りに

　 面 的 な地盤 の 揺 れ や す さ と点 で あ る地震 記 録 を相 補 的

に利用す る こ と で，地震後速やか に 地震動マ ッ プ を推定

す る シ ス テ ム （QuiQuake） を構 築 した ．現 在は 防 災科研

が FTP サ イ トに 公 開 し て い る 強震 記録 を利 用 して い る．
こ れ らの データ は 気 象庁発 表 の 情報 （速報 で の 震 度が 3

以上 の 地 震に つ い て は地震後速や か に，震 度 が 2 以上 の

地震 に つ い て は 約 1 ヶ 月 後 の 気象庁月報 ） に 基づ い て公

開 さ れ る た め，すべ て の 地 震に 対 し て 速報性 が あ る わ け

で はな い ．な お ， 迅 速性 を 目指 して い る こ とか ら，地 震

動マ ッ プの 推 定 は 簡 便 な手 法 に 基 づ い て い る ，本 シ ス テ

ム の 推 定値 は 対数 標 準偏 差 で 0232 〔実測 値の 0．6〜1．7倍

程 度） の 誤 差 が あ る こ とに 注意 が 必 要 で あ る
η ．今 後 は，

防災科研 が 準 リア ル タ イ ム で 公 開 して い る 「即時公 開デ

ー
タ」 の 利 用 へ と拡 張 し，地震 発 生 直 後 か ら任 意 の 地 域

の 地震 動の 揺れ の 情報 を誰 もが 容易 に 取得 で きる よ う開

発 を進 め て い き，さ らに ，衛星 画像等の リモ ートセ ン シ

ン グ情報 との 統合 に よ る リス ク 評価シ ス テ ム へ と発展 さ
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図 1 地形 ・地 盤 分 類 250m メ ッ シ ュマ ッ プ と Vs30 マ ッ プ
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図 2QuiQuake シ ス テ ム の 概 要
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